
                                               

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

幼児部主催 夏祭り 7 月 1３日（木） 

幼児部にて園内で夏祭りを行います。 

（保護者の参加はありません。） 

夏祭り開催に向けて年長児が、準備を進めてくれて 

います。５つのお店が出店します。 

【すみっこぐらしの すみすみあいすやさん】 

【きらきらしゃてきてっぽうやさん】 

【ゆうれいすぽっと】【うみのつりやさん】 

【ねこちゃんのキラキラじゅーすやさん】 

子ども達が考えたお店の名前がとてもユニークですね。 

どんなお店屋さんか想像がつくでしょうか？年長児が 

今までの生活体験を生かし自分たちの力で創意工夫を 

凝らし、みんなを楽しませるために！と充実した日々 

を送っています。もちろん自分たちが楽しむ方法も考え 

中です。保護者の方にご覧いただけないのが残念ですが 

ぜひ子ども達に様子や感想を聞いてみてくださいね。 

（詳細につきましてはクラスだよりをご覧ください。） 

 

 

 

 

 

 

 

幼児部１学期終業式 7 月２０日（木）  

１号認定のお子さんは 2１日より夏休みになります。 

尚、2 号認定、3 号認定の子ども達も 8 月 1４・15・16・17・１８日は盛夏の希望保育となりますので、お間違え

の無いようお願いいたします。 

 

～Challenge～ 御前崎こども園だより 令和５年７月４日 

「みてみて。こんなのでき

ちゃった」七夕飾り作りに

夢中の子ども達。 

はさみや糊の扱いに苦戦

しながらも各学年なりに

イメージをひろげながら

作り出す喜びを、心と体で

感じ取っているようです。 

お日さまがまぶしい日は、子

ども達も朝からソワソワ。水着

に着替えるとますますパワー

アップ！元気にプールで遊び

始めます。最初は顔に水がかか

ると驚いていた子も、少しずつ

水に慣れ始めています。これか

らの暑い季節、安全面に十分に

配慮しながら、水と触れ合う楽

しさをたくさん味わっていき

たいと思います。 

幼児部は個人懇談が始まり

ます。お忙しい中とは思いま

すが予定を合わせて参加を

お願いします。 

乳児部は引き続き、保育参加

会がありますのでよろしく

お願いします。 

潮干狩り遠足ありがとうございました 

御前崎ならではの大自然【海】を体で感じ体

験できたことは保護者の皆様のご協力があ

ったからこそです。亀バック運動のごみ拾い

等、活動への御理解と御協力に改めて感謝い

たします。総重量２７．６キロのごみでした。 

カニやタコなど獲物を捕まえるたびに歓声

が上がり、賑やかな潮干狩りでした。うなぎ

の稚魚やウツボ、たこ等とも出会うことがで

き、びっくりの連続でした。残していきたい

行事の一つですね。朝は遅くなってしまい大

変ご迷惑をおかけしました。 



乳児部 

 ２クラスが１クラスになったさくら組。人数は増えたけど年少の時から行き来していたこともあり、みんな一緒のクラスがとって

も嬉しい様子でした。「先生○○君がごめんねしても許してくれない！」「ぼくだって・・」「私だって・・」等自分の思いを主張し、

友だちと気持ちがぶつかり合う時期がやってきています。まずは自分の気持ちを存分に出し、その上で先生や友だちの話に耳を傾け

ようとしていってほしいです。躓きながら、ぶつかりあいながら、葛藤を経験しながら人との関わり方を学んでいるさくら組です。 

はじめはおうちの人と離れるのが寂しいこともありましたが、今では朝一番から園庭に飛び出していくたんぽぽ組さんです。元気

がありすぎて、上靴のまま外に飛び出していくことも・・ (笑) 

４歳 さくら

３歳 たんぽぽ組 

乳児部のお友達です。自分の先生にたくさん甘え、その甘えを受け止めてもらうことで「安心する」「この人なら自分のことを受

け入れてくれる」と感じられる愛着関係作りをじっくりとしてきました。目が合えばにっこり笑う、寂しい、不安な時はそばに来て

抱っこやおんぶをしてもらう・・愛着や信頼関係が育まれてきている証拠です。 

５歳 そら組 にじ組 

 昨年度の１クラスから２クラスに分かれたけど、遊びも活動もほとんどを一緒に行っています。夏祭りの企画、運営にも張り切っ

て取り組んでいます。アイディアややる気に満ち溢れ、小さい組さんからも尊敬のまなざしを送られています。しかし活動を進める

中で課題も見つかりました。一斉活動や友だちの中で言葉で伝えあい、言葉の意味や内容を理解しながら物事を進めていくことの

必要性も感じました。今後は生活や遊びの中で語彙力が増えるような取り組みも視野に入れていきたいです。 


